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津軽平野の南東部に位置し､ リンゴ産地として知られてい

る浪岡町には､ 国指定史跡の高屋敷館遺跡や浪岡城跡など重

要な遺跡が数多く存在します｡ また､ 縄文～弥生時代・古代・

中世等の遺跡も数多く分布しています｡

この報告書は､ 国道101号浪岡五所川原道路及び国道７号

浪岡バイパス建設事業の実施に先立って調査を実施した浪岡

町野尻�遺跡・野尻�両遺跡の調査結果をまとめたものです｡

調査によって､ 縄文時代の土器・石器をはじめ､ 平安時代

の集落跡や墓跡と考えられる環状の溝が発見されました｡ こ

れらは当時の集落の様子を考える上で貴重な資料となるもの

です｡ また､ 平安時代の集落跡からは土師器・須恵器などの

やきものの他に鉄製品や土製の玉・碁石が見つかっており､

ここで暮らしていた人々の生活の一端を垣間見ることができ

ます｡

本書によって浪岡町の歴史を､ より身近に感じていただき､

地域理解を深めていただければ幸いです｡

調査の実施及び報告書の刊行にあたって種々御指導､ 御協

力をいただいた関係各位に対して､ 厚くお礼申し上げます｡

平成16年３月

�

青森県埋蔵文化財調査センター

所 長 佐 藤 良 治



１ 本報告書は､ 平成14年度に当センターが実施した浪岡町野尻�遺跡・野尻�遺跡の発掘調査報告

書である｡

２ 野尻�遺跡は､ 青森県遺跡地図に遺跡番号29060､ 野尻�遺跡は遺跡番号29061で登録されている｡

３ 本報告書の執筆者は､ 依頼原稿については文頭に記載し､ その他は文末に記した｡

４ 試料の分析､ 鑑定等については､ 次の方々に依頼した(順不同､ 敬称略)｡

石器・石製品の石質鑑定 青森県立八戸中央高等学校教諭 佐々木辰雄

須恵器の蛍光Ｘ線分析 大谷女子大学教授 三辻 利一

放射性炭素年代測定 株式会社地球科学研究所

パリノ・サーヴェイ株式会社

５ 本書に掲載した地形図 (遺跡の位置と周辺の主な遺跡) は､ 国土地理院発行の５万分の１地形図

｢青森西部｣ を複製したものである｡

６ 挿図の縮尺は､ 各図ごとにスケールを付してある｡ なお､ 写真の縮尺は統一していない｡

７ 遺構・遺物の文・図中での表現は､ 原則として次の様式・基準によった｡

� 検出遺構については次の略号を使用し､ 発見順に番号を付した｡

ＳＩ＝竪穴住居跡 ＳＩＤ＝竪穴に付随する溝跡 ＳＩＢ＝竪穴に付随する掘立柱建物跡

ＳＫ＝土坑 ＳＤ＝溝跡 ＳＲ＝埋設土器 ＳＮ＝焼土遺構

� 遺構内外堆積土の注記には､ 『新版標準土色帖』 (小山､ 竹原；1996)を用いた｡

� 層位名は基本層位を ｢Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ…｣ などのローマ数字､ 遺構内堆積土層位を ｢１・２・３…｣

などの算用数字で表記し､ 細分層についてはその後にアルファベットの小文字を付けている｡

� 遺物には観察表・計測値を付した｡ 計測値の単位は土器類・金属製品は㎝､ 土製品の一部・

石器類は㎜､ 重量はgである｡

� 遺構・遺物実測図で使用したスクリーントーンの表示は次のとおりである｡

� 白頭山‐苫小牧火山灰の呼称は､ 白頭山火山灰とＢ-Ｔｍを併用している｡

８ 引用・参考文献については本文末に納めた｡

９ 発掘調査における出土遺物・実測図・写真等は､ 現在､ 青森県埋蔵文化財調査センターで保管し

ている｡

10 発掘調査及び本報告書作成にあたって､ 下記の諸氏からご協力・ご助言を得た(順不同､ 敬称略)｡

北林 八洲晴､ 成田 誠治､ 小口 雅史､ 鈴木 克彦､ 宮内 勝巳､ 林田 利之､ 鈴木 徹､ 新岡 巖､

奈良岡 淳､ 相澤 治､ 藤原 弘明

例 言
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１ 調査目的

国道101号浪岡五所川原道路及び国道７号浪岡バイパス建設事業の実施に先立ち､ 当該地区に所在

する野尻�遺跡・野尻�遺跡の発掘調査を行い､ その記録を保存して､ 地域社会の文化財の活用に資

する｡

２ 発掘調査期間 野尻�遺跡 平成14年４月18日～同年７月19日

野尻�遺跡 平成14年７月23日～同年10月18日

３ 遺跡名及び所在地 野尻�遺跡 (青森県遺跡番号29060)

南津軽郡浪岡町大字徳才子字山本175-141外

野尻�遺跡 (青森県遺跡番号29061)

南津軽郡浪岡町大字高屋敷字野尻55-2外

４ 調査対象面積 野尻�遺跡 4,700平方メートル

野尻�遺跡 740平方メートル

５ 調査委託者 国土交通省青森河川国道事務所

６ 調査受託者 青森県教育委員会

７ 調査担当機関 青森県埋蔵文化財調査センター

８ 調査体制

調査指導員 村越 潔 青森大学教授 (考古学)

調 査 員 山口義伸 青森県環境生活部文化・スポーツ振興課総括主幹 (地質学)

(現 青森県立浪岡高等学校教諭)

山田昌久 東京都立大学人文学部助教授 (考古学)

工藤清泰 浪岡町教育委員会生涯学習課文化班長 (考古学)

調査担当者 青森県埋蔵文化財調査センター

所長 佐藤良治

次長 福田友之

総務課長 工藤和夫

調査第三課長 大湯卓二 (現 資料課長)

文化財保護総括主査 笹森一朗

文化財保護主事 小林雅人

調査補助員 山内教子､ 後藤千春､ 青山里香､ 対馬康仁

研修職員 樋口徹典 (尾上町教育委員会生涯学習課主事補)
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第１章 調査要項
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野尻�遺跡Ⅵ 野尻�遺跡Ⅲ
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今回調査した野尻�遺跡は､ 通算で６次目の調査となる｡ 調査区は第５次調査までのグリッドを踏

襲し呼称も北東隅としている｡ 標高原点は､ 平成13年度に使用した原点からレベル移動を行い､ 調査

区域内に適宜設置した｡

野尻�遺跡は通算３次目の調査にあたり､ 平成６年度に調査した地点の西側に位置している｡ 調査

区は本遺跡の南側に位置する山元�遺跡や高屋敷館遺跡を含めたグリッドを使い､ 呼称は南東隅とし

ている｡ 標高原点は､ 道路建設用地内にある工事用測量原点からレベル移動を行い､ 調査区域内に適

宜設置した｡

� ����

１) グリッド及びトレンチ単位で発掘区を拡張する方法を採った｡

２) 野尻�遺跡の粗掘りは層位的に進め､ 遺物・遺構を確認してから下層の掘り下げについて判断

した｡ また､ 一部重機による表土除去を行った｡ 野尻�遺跡はほとんどが２メートルを超える盛

り土に覆われており､ すべてを重機によって除去した｡

� ������

１) 遺構については､ 大きさによって４分法､ 或いは２分法によって土層観察用のベルトを設定し､

精査した｡

２) 遺構の実測図 (平面図・断面図) の縮尺は20分の１ないし10分の１で作成した｡

３) 遺構外出土遺物については､ グリッド単位で層位､ 種類別に一括して取り上げた｡

� ����

１) 遺構については､ 確認状況・土層断面・遺物出土状況・完掘状況等を中心に撮影した｡

２) その他必要に応じて､ 遺跡の状況・調査状況についても記録した｡

３) 使用カメラは35ミリカメラで､ フィルムはモノクロームとカラーリバーサル (スライド) 及び

ネガカラーの３種類のフィルムを使用した｡

(笹森一朗)
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第２章 調査方法と調査経過
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平成14年４月18日調査器材を搬入するとともに､ 野尻�遺跡の調査を開始する｡ 調査区は平成９・

10年度の調査区に挟まれた部分にあたり､ 基準杭もそのまま延長して設定することとした｡ 粗掘りは

比較的平坦な58ラインより東側の調査区に南北方向に４メートル幅のトレンチを４メートルおきに設

定して掘り始めた｡

４月下旬､ 平成10年度の調査で検出されている遺構の延長部分の粗掘り・遺構確認が終了し精査を

開始した｡ 遺構番号は前回の番号を踏襲した｡

５月中旬､ トレンチによる粗掘りが終了し､ 重機による表土除去を行い遺構確認を行った｡ 新規の

遺構は建物跡５軒､ 土坑３基､ 溝跡２条が検出された｡

５月下旬､ 調査区西側の丘陵部の粗掘りを開始した｡ 遺物の出土は散漫に見られるものの遺構はほ

とんど検出されなかった｡

６月上旬､ 引き続き遺構精査を行った｡ 第602号溝跡の端部から比較的多量の遺物が出土し始め､

実測・取り上げを行った｡

６月中旬､ 現道部分の遺構確認を行ったが撹乱が著しく､ 新規の遺構を検出することはできなかっ

た｡

７月上旬､ 引き続き遺構精査を行った｡ 比較的天候にも恵まれ調査は順調に進んだ｡

７月中旬､ 調査区全体図の作成､ 等高線の作成を行い､ ７月19日､ 野尻�遺跡の調査を終了した｡

� 	
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平成14年７月23日調査器材を搬入するとともに､ 野尻�遺跡の調査を開始する｡ 調査区は平成６年

度の調査区の西側部分にあたる｡ 基準杭は山元�遺跡や高屋敷館遺跡を含め公共座標を用いたものを

使うこととし､ グリッドの呼称は南東隅の杭とした｡ 標高原点は､ 道路建設用地内にある工事用測量

原点からレベル移動を行い､ 調査区域内に適宜設置した｡ 高屋敷館遺跡を含めた調査ということで並

行して行うこととなった｡

７月下旬､ 野尻�遺跡はそのほとんどが２メートルを超える盛り土で覆われていた｡ また盛り土の

中にはコンクリートブロックや廃材が含まれており､ 人力で排除し遺構確認することは困難であった｡

８月上旬､ 重機による表土除去を行い遺構確認を行った｡ 新規の遺構は竪穴住居跡が１軒､ 土坑１

基が検出された｡ また､ 平成６年度に検出された第108号円形周溝は検出されたが､ 第105号円形周溝

は検出することは出来なかった｡ 本調査区は盛り土される前に部分的に黒土の採取が行われたものと

思われ､ その際に遺構が削られてしまったものと考えられた｡

８月下旬､ 遺構確認・遺物取り上げ・遺構の精査を行った｡

９月上旬､ 引き続き遺構精査を行った｡ 降雨時には埋没沢部を中心に水が溜まるためポンプを使っ

ての精査となった｡

９月中旬､ 引き続き遺構の精査を行った｡ 新たに検出された竪穴住居跡は約２／３が西側の調査区

域外に存在していた｡ 確認された範囲からカマドは検出されなかった｡ カマドは西側調査区域外に存

在するものと思われた｡

９月下旬､ 引き続き遺構精査を行った｡ 比較的天候にも恵まれ調査は順調に進んだ｡

10月上旬､ 調査区全体図及び等高線の作成を行い､ 10月18日､ 野尻�遺跡の調査を終了した｡

(笹森)
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野尻�遺跡Ⅵ 野尻�遺跡Ⅲ
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野尻�遺跡の基本層序は､ 本調査区が平成９(第２次)・10(第３次)年度の調査区の間に位置するこ

ともあり､ 基本的な層序は踏襲した｡ 概要は 『野尻�遺跡Ⅲ』 青森県埋蔵文化財調査報告書第277集

より転載する｡

� �����

野尻�遺跡の基本層序についても前回の調査区の層序を踏襲した｡ 概要は 『野尻�遺跡Ⅱ』 青森県

埋蔵文化財調査報告書第186集より転載する｡
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第３章 遺跡周辺の環境

第Ⅰａ層 黒褐色土 耕作土である｡ しまりに欠けもろい｡ 乾くとクラックが発達し､ 格子状に割れやすい｡ 黒
灰色に変色しやすい｡

第Ⅰｂ層 黒色土 表土｡ 粘性・湿性多少あり｡ 非常にかたさはあるが､ しまりに欠け脆い感じ｡

第 Ⅱ 層 黒褐色土 粘性・湿性ややあり｡ しまりはあるが､ 全体的にソフトである｡ 苫小牧火山 (白頭山火山
灰) がブロック状に混入する｡ (やや上部に位置する)｡ 全体的に細粒砂質｡ また､ 軽石粒
の混入も多少みられる｡

第Ⅲａ層 黒色腐植質土 粘性・湿性あり｡ かたさ､ しまりはあるが､ 全体的にソフトな感じ｡ 乾くとクラックが発
達し､ 格子状の割れが目立つ｡ 全体的に粘土質で､ 低地に堆積する｡

第Ⅲｂ層 黒色腐植質土 粘性・湿性あり｡ かたさ､ しまりはあるが､ 全体的にソフトな感じ｡ クラックは発達しな
い｡ 全体的に粘土質で､ 低地に堆積する｡

第Ⅳａ層 黒褐色土 漸移層｡ 腐植質で軽石粒がより混入｡ かたさ､ しまりややあり｡ 粘性・湿性あり｡ 全体的
にソフトである｡

第Ⅳｂ層 暗褐色土 多少腐植質｡ 軽石粒・ブロックの混入が多く､ ややしまりに欠ける｡

第 Ⅰ 層 黒褐色土10ＹＲ２／２ (厚さ約20㎝) 耕作土である｡ 粘性・湿性が多少あって､ かたく締まる｡ 乾くと格
子状の割れが目立つ｡ 粘土の粒子及びブロックの混入が多い｡ 谷地形内では粘性・湿性の低いソフトな感
じである｡

第 Ⅱ 層 黒色土10ＹＲ1.7／１ (厚さ約10～20㎝) 腐植質で粘性・湿性がある｡ 乾くと格子状の割れが目立ち脆い
感じがする｡ 粘土粒の混入が少ない｡ 上位の耕作土とはシャープな面で接しほとんど削平されている｡

第 Ⅲ 層 暗褐色土10ＹＲ３／４ (厚さ約10㎝) 漸移層である｡ 軽石粒及び径10～50㎜大の粘土ブロックが多量に混
入して締まりなく脆い｡ 谷地形では２～６層に細分する｡ 黒褐色 (10ＹＲ３／１) ～暗褐色 (10ＹＲ３／
４) と色調が変化し､ 粒径の大きい粘土ブロックや細砂粒～粗砂粒の混入物が目立ち酸化の染みもみられ
る｡ 全体として下部ほど砂及び粘土粒の混入が目立つ｡ 厚さは40～60㎝程である｡

第 Ⅳ 層 黄灰色軽石混じりの細粒砂質粘土 (厚さ60～80㎝) 層相から５層に細分される｡ 上部のⅣａ層は軽石混じ
りの細粒～中粒砂質粘土で厚さ20㎝と平均的に堆積する｡ Ⅳｂ層は軽石質粘土で薄いレンズ状の堆積を示
す｡ Ⅳｃ層～Ⅳｅ層は中粒砂 (Ⅳｄ層) を挟む軽石混じりの細砂粒質粘土で縞模様を成す｡ 野尻�遺跡の
基本層序第Ⅲ層ほど粘土化していないが､ 水成堆積の特徴をもつ｡ 羽黒平�遺跡の第Ⅳ層及び第Ⅴ層に対
比される｡ 上北地方の千曳浮石 (東北地方第四紀研究グループ､ 1969)､ 大鰐及び碇ヶ関付近の碇ヶ関浮
石 (山口､ 1993) に相当し､ およそ11,000～12,000年前に降下した火砕物と推定される｡ 遺構の確認調査
では地山確認の指標となる｡

第Ⅴａ層 黒褐色酸化帯10ＹＲ２／３(厚さ２～５㎝)クラックの発達した暗色帯で､ Ⅳ層との境界面が凹凸をなす｡

第Ⅴｂ層 暗灰黄色粘土10ＹＲ５／２(厚さ30㎝以上)灰色粘土で､ 酸化した表面は黄褐色～暗灰黄色に変色する｡
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野尻�遺跡・野尻�遺跡は浪岡町の北部､ その源を梵珠山に発し南流する大釈迦川右岸の河岸段丘

上に位置する｡ 周辺には平安時代の遺跡が多数所在しており､ 一連の開発事業にかかる発掘調査も数

多く行われている｡

野尻�遺跡の今回の調査区は､ 過去５度にわたって行われた調査の第２次及び第３次の調査区に挟

まれた地点にあたる｡ 標高は52～65ｍを測り､ 57ｍ付近を境にやや急な尾根部 (中位段丘面) と緩斜

面部 (低位段丘面) とに分かれる｡ 大釈迦川を挟んだ東側には水田が開け､ 遠くに八甲田山の峰々を

のぞみ､ 北側には梵珠山を仰ぎみる環境にある｡

本遺跡が立地する梵珠山系の南側に連なる前田野目台地には､ 多数の遺跡が所在する｡ 国道７号浪

岡バイパス建設事業に関連しては北から山本・野尻�・野尻�・野尻�・野尻�・高屋敷館 (国指定

史跡) ・山元�・山元�・山元�遺跡の発掘調査が行われている｡ また､ 野尻�遺跡は浪岡町の工業

団地建設事業に関連した調査も行われ､ 大規模な平安時代の集落であることが判明している｡ 台地の

西縁や前田野目川の沿岸にも五所川原須恵器古窯跡群をはじめとして多数の遺跡が立地しており､ 国

道101号浪岡五所川原道路の建設事業にかかる発掘調査も､ 東から本遺跡・桜ヶ峰�・桜ヶ峰�・隠

川�・隠川�・隠川�・隠川�・隈無�・隈無�・隈無�・隈無�・実吉遺跡で行われている｡

野尻�遺跡は野尻�遺跡の南方約300ｍ付近､ 間に野尻�遺跡を挟んだ地点に位置している｡ これ

まで平成５年度と６年度の２度にわたり発掘調査が行われている｡ 今回の調査区は国指定史跡高屋敷

館遺跡の保存に係るバイパスの迂回工事に伴うもので､ 平成６年度に行われた調査区の西側部分にあ

たる｡ 標高は42～43ｍを測り､ 大釈迦川の右岸縁辺部に位置している｡ 大釈迦川を挟んだ東側の段丘

面にはリンゴ畑と水田が開け､ 遠くに八甲田山をのぞむことができる環境にある｡

本遺跡も野尻�遺跡同様前田野目台地に立地しており､ おそらくこの周辺は平安時代には人々が生

活を営む上で適した環境にあったものと思われる｡ (笹森)
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野尻�遺跡Ⅵ 野尻�遺跡Ⅲ
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第３章 遺跡周辺の環境
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野尻�遺跡Ⅵ
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今回､ 第６次調査で検出された遺構は､ 建物跡８棟 (内､ 平成10年度調査時に一部精査したもの２

棟､ 大部分を精査したもの１棟)､ 土坑７基 (内､ 平成10年度調査時に一部精査したもの１基)､ 溝跡

３条､ 土器埋設遺構１基､ 焼土遺構４基である｡ 今回の調査で検出された遺構には種別毎に ｢第601

号｣ から順に番号を付けている｡ また､ 平成10年度の調査で検出された遺構の調査区域外であった部

分は遺構名を踏襲して精査をしている｡ 平成９年度の調査で検出された第209号溝跡と平成10年度の

調査で検出された第305号溝跡と同一の遺構と思われる溝跡については第601号溝跡と呼称して精査を

行った｡ 以下各遺構ごとに概要を記述する｡

� ���

第320・306号建物跡 (図４～８)

[位置・確認] ＢＶ－45グリッド他に位置する｡ 平成10年度に精査された遺構の南側約半分にあたる｡

[重複] 前回の調査でも確認されたように第320号建物が拡張され第306号建物跡となっている｡ 平成

10年度の調査では第308号建物跡の外周溝に近接して第306号建物跡の外周溝が検出されているが､ 今

回のセクションＤ－Ｄ′の土層観察からは明確な重複関係を確認することはできなかった｡ しかしな

がら､ 第307・308・309号建物跡の新旧関係や､ 同じく第307・306号建物跡の堆積土中の火山灰から､

第308号建物跡が第306号建物跡より古い可能性が高いものと思われる｡

[概要] 竪穴部に外周溝及び掘立柱建物が付随する建物跡と思われる｡

[出土遺物] 竪穴内及び外周溝の堆積土中から土師器・須恵器・土製品・金属製品等が出土している｡

図示できた遺物は17点｡ １～９は第306号竪穴内､ 10～17は第306号外周溝から出土した｡ １～４は土

師器坏｡ ４は内面に黒色処理が施される｡ ５・６は土師器甕｡ ７は須恵器甕の胴部片｡ ８は土玉｡ ９

は磨り石と思われる｡ 10・11は土師器坏｡ 12は須恵器坏｡ 外面に火襷痕が認められる｡ 13～15は土師

器甕｡ 非ロクロ成形と思われる｡ 16は須恵器片｡ 17は金属製品と思われるが欠損しているため全体形

状は不明｡ 切断面の形状は円形を呈している｡

[時期] 堆積土中の火山灰より､ ９世紀代に構築・廃絶された建物跡と考えられる｡

第320号竪穴部分

[平面形・規模] 壁周溝と思われる溝跡は長方形を呈し長軸500㎝､ 短軸400㎝を測る｡

[堆積土] 周溝内は１～２層に分層された｡

[床面・壁] 第306号建物跡と同化している｡

[カマド] 拡張前と思われるカマドの痕跡は認められなかった｡

[柱穴] 壁周溝と思われる溝跡の隅から３基検出されている｡ 南隅は古いカマド構築の際に壊された

可能性が高い｡
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第４章 野尻�遺跡から検出された遺構と遺物



[その他の施設] 検出されなかった｡

第320号外周溝

[形態・規模] 平面形は溝状を呈し上面幅60～100㎝､ 底面幅24～64㎝､ 深さは80～120㎝を測る｡ 南

側端部は土坑状にやや膨らんでいる｡

[堆積土] 12～16層に分層された｡ 白頭山火山灰の堆積は認められない｡

[底面・壁] 底面はほぼ平坦である｡ 壁は底面から開口部に向かい緩やかに立ち上がっている｡

[その他の施設] 底面数箇所にピットが検出された｡

第306号竪穴部分

[平面形・規模] ほぼ方形を呈し長軸700㎝､ 短軸660㎝､ 深さは22㎝を測る｡

[堆積土] 掘り方を含めると22層に分層された｡

[床面・壁] 床面は第Ⅲ層中に造られている｡ ほとんどが貼り床である｡ 一部で硬化面を形成してい

る｡ 壁は壁周溝から緩やかに立ち上がっている｡

[カマド] 南東壁に２基検出された｡ 南側のカマドが壊れた後､ 北側に作り替えたものと思われる｡

両カマドとも遺存状態は良くない｡

[柱穴] コーナー部に４基存在する｡

[その他の施設] ピットが５基検出されている｡

第306号外周溝

[形態・規模] 平面形は溝状を呈し､ 上面幅82～126㎝､ 底面幅32～56㎝､ 深さは86～120㎝を測る｡

南側端部は土坑状を呈している｡

[堆積土] ８～11層に分層された｡ ほぼ自然堆積の様相を呈し､ 上層に白頭山火山灰の堆積が認めら

れる｡

[底面・壁] 底面はほぼ平坦に作られている｡ 一部に三日月状の工具痕を残している｡ 壁は底面から

緩やかに立ち上がっている｡

[その他の施設] なし｡

掘立部分

[規模] 柱穴と考えられるピットは計12基確認できた｡ その内１基は平成10年度に精査されている｡

長径28～46㎝､ 短径24～40㎝､ 深さは24～46㎝を測る｡ 拡張前の第320号建物跡に伴うものはピット

８～12､ 拡張後の第306号建物跡に伴うものはピット１～７と思われる｡

第312号建物跡 (図９)

[位置・確認] ＢＹ－61グリッド他に位置する｡ 第Ⅲ層上面で溝の一部を確認した｡

[重複] 認められない｡

[平面形・規模] 細長い溝状を呈している｡ 上面幅18～26㎝､ 底面幅８～20㎝､ 深さは約26㎝を測る｡
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確認できた全長は約350㎝｡

[堆積土] ５層に分層された｡ 自然堆積の様相を呈する｡

[底面・壁] 底面は中央部に向かいやや傾斜を持つ｡ 壁は底面から緩やかに立ち上がっていて､ 断面

形状はＵ字状を呈している｡

[出土遺物] 遺物は出土していない｡

[小結] 遺構の検出場所から､ 平成10年度に調査した第312号建物跡から伸びている外延溝と呼称し

た溝跡の延長部分である｡ 溝跡北東側にピットが２基検出された｡ 第312号建物跡に付随する掘立柱

の可能性が考えられる｡ (笹森)

第317号建物跡 (図10・11)

[位置・確認] ＢＶ－54グリッド他の傾斜地に位置している｡ 竪穴部分の大半及びカマドの一部は平

成10年度に精査が行われており､ 今回はほとんどがカマド部分の精査となった｡

[重複] 認められない｡

[平面形・規模] 竪穴部の平面形は長方形を呈する｡ 壁長は北西壁辺300㎝､ 北東壁辺268㎝､ 南東壁

辺336㎝､ 南西壁辺288㎝を測る｡

[堆積土] 全体的に暗褐色～黒褐色土で占められ､ ロームブロックの含み具合等から人為堆積が主体

と推定される｡ 白頭山火山灰の混入は認められない｡

[床面・壁] 壁は良好に残存し､ 北西壁における確認面からの深さは52～88㎝を測る｡

[カマド] 南東壁の南側から１基検出されている｡ 煙道部は壁から約120㎝程突出している｡ 煙道部

は粘土を貼った地下式と思われる｡

[柱穴] 検出されなかった｡

[その他の施設] 検出されなかった｡

[出土遺物] カマドおよび周辺の堆積土中から土師器・須恵器が出土している｡ 図示できた遺物は４

点｡ １は土師器坏｡ 底部の調整痕は不明瞭｡ ２は小型の土師器甕｡ ３・４は土師器甕の口縁～胴部片｡

３はロクロ成形｡

[小結] 白頭山火山灰が降下する以前に廃絶された建物跡と考えられる｡ (樋口徹典)

第601号建物跡 (図12～15)

[位置・確認] 尾根地形の平坦面､ ＢＹ－57グリッド他に位置する｡ 第Ⅳ層上面で確認した｡

[重複] 竪穴部分では認められないが､ 掘立柱の一部(ピット３・６)が第601号溝跡と重複している｡

新旧関係は掘立柱が古い｡

[概要] 竪穴部に掘立柱が付随する建物跡である｡

[出土遺物] 図示できた遺物は７点､ すべて竪穴部分から出土している｡ １は土師器坏｡ ２～７は土

師器甕｡ ２はロクロ成形である｡ ３は比較的小型の甕であり､ 底部は砂敷き｡ ４の内面には刷毛目調

整が施される｡

[時期] 堆積土中の火山灰より､ ９世紀代に構築・廃棄された建物跡と考えられる｡
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竪穴部分

[平面形・規模] ほぼ方形を呈し長軸563㎝､ 短軸534㎝､ 深さ４～48㎝を測る｡

[堆積土] 18層に分層された｡ 自然堆積の様相を呈する｡

[床面・壁] 床面は地床でほぼ平坦に作られている｡ 壁は床面及び壁周溝からほぼ垂直に立ち上がっ

ている｡

[カマド] カマドは南東壁から検出された｡ 両袖が残存している｡ 半地下式と思われるが､ 煙道部は

壁外へ延びない｡

[柱穴] 東コーナーを除く各コーナーから３基検出された｡ 平面形は円形を呈し長径22～34㎝､ 短径

16～22㎝､ 深さは14～25㎝を測る｡

[その他の施設] なし｡

掘立部分

[規模] 竪穴部分の南東側に柱穴を７基確認できた｡ その内ピット３・６は第601号溝跡と重複して

いて､ 前述したように本遺構が古い｡ 各柱穴の平面形は円形を呈し長径41～72㎝､ 短径35～48㎝､ 深

さは44～64㎝を測る｡

[柱穴] ピット１は長径41㎝､ 短径38㎝､ 深さ52㎝｡ ピット２は長径56㎝､ 短径45㎝､ 深さ46㎝｡ ピッ

ト４は長径72㎝､ 短径35㎝､ 深さ64㎝｡ ピット５は長径48㎝､ 短径40㎝､ 深さ44㎝｡ ピット７は長径

52㎝､ 短径48㎝､ 深さ54㎝を測る｡

[柱間寸法] ピット１・２間が240㎝､ ピット２・３間が245㎝､ ピット３・４間が198㎝､ ピット４・

５間が216㎝､ ピット５・６間が229㎝､ ピット６・７間が226㎝､ ビット１・７間が412㎝､ ピット２・

６間が411㎝を測る｡ (小林雅人)

第602号建物跡 (図16)

[位置・確認] ＢＸ－52グリッド他に位置する｡ 第Ⅳ層上面で確認できた｡

[重複] 認められない｡

[平面形・規模] 方形を呈し長軸484㎝､ 短軸476㎝､ 深さは52㎝を測る｡

[堆積土] 44層に分層された｡ 人為堆積の様相を呈する｡ 火山灰の混入は認められない｡

[床面・壁] 床面は一部を除き地床でほぼ平坦に作られている｡ 壁は床面からやや急に立ち上がって

いる｡

[カマド] カマドは検出されなかった｡ 袖の残存部や床面から被熱した部分も確認できなかった｡ カ

マドを有しない建物であった可能性が高い｡

[柱穴] 柱穴は各コーナー及び南東壁を除く壁際の中間から検出されている｡

[その他の施設] 確認できなかった｡

[出土遺物] 堆積土中から土師器片や石製品が出土している｡ 図示し得たのは３点｡ １は土師器坏の

底部片｡ ２は土師器甕の底部片｡ 外面はヘラ削り､ 内面は刷毛目調整が施される｡ ３は砥石状の石製

品｡

[小結] 遺物のほとんどは流れ込みによるものと考えられる｡ カマドが検出されなかったことから､
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居住施設以外の建物であった可能性が考えられる｡ (笹森)

第603号建物跡 (図17～23)

[位置・確認] ＣＢ－48グリッド他に位置する｡ 第Ⅲ層中で確認した｡

[重複] 一部第604号建物跡に付随する外周溝と重複している｡ 土層の観察からは本遺構が古いこと

が確認できた｡

[概要] 竪穴住居跡に外周溝が付随する｡ 掘立柱建物が付随する可能性が高かったが､ 風倒木や撹乱

が多く､ 検出することは出来なかった｡

[出土遺物] 多量の土師器・須恵器が出土している｡ 図示し得たのは38点｡ １・２は須恵器坏｡ ２は

赤焼き須恵器である｡ ３～10・33は土師器坏｡ ３は口縁部内面の一部にスス状物質の付着が認められ､

一部欠損している｡ ５・７・８は内面黒色処理が施されている｡ ９は第602号溝跡出土の個体と接合

した｡ ６・10は摩耗が激しく内外面とも整形痕は不明瞭｡ 11～32､ 34～36は土師器甕｡ 18・22はロク

ロ成形である｡ 30は第604号建物跡出土の個体と接合｡ 32は内面の剥離が激しく整形痕は不明瞭であ

る｡ 37は須恵器甕の胴部片｡ 38は須恵器甕の頸部片である｡

[時期] 出土遺物より､ ９世紀代に構築・廃絶された建物跡と考えられる｡ カマド内から出土した炭

化材の放射性炭素年代測定結果は第６章第３・４節に掲載している｡

竪穴部分

[平面形・規模] 長方形を呈し430㎝､ 短軸376㎝､ 深さは32～56㎝を測る｡

[堆積土] 53層に分層された｡ 人為堆積の様相を呈する｡ 第２層中にだけ白頭山火山灰が少量､ ブロッ

ク状に混入する｡ 第29・30・40層は一部同化しているものの第604号建物跡外周溝の堆積土と思われ

る｡

[カマド] カマドは南東壁に２基検出された｡ 南側のカマドが壊れた後､ 北側に作り替えたものと思

われる｡ 北側のカマドは袖が残存しているが火床面は不明瞭｡ 南側は火床面のみの検出である｡

[柱穴] 壁内側に４基検出されている｡ ほぼ円形を呈し､ 長径18～30㎝､ 短径18～26㎝､ 深さ４～７

㎝を測る｡

[その他の施設] なし｡

外周溝

[形態・規模] 平面形は溝状を呈し上面幅70～116㎝､ 底面幅26～70㎝､ 深さは46～70㎝を測る｡

[堆積土] 10～16層に分層された｡ 自然堆積の様相を呈する｡

[その他の施設] なし｡

第604号建物跡 (図24～30)

[位置・確認] ＣＤ－48グリッド他に位置する｡ 第Ⅲ層中で確認した｡

[重複] 付随する外周溝が第603号建物跡及び第602号溝跡と重複している｡ 土層の観察から本遺構が

すべてにおいて新しいことが確認できた｡

[概要] 竪穴住居跡に外周溝が付随する｡ 掘立柱建物が付随する可能性が高かったが､ 暗渠や果樹の

植え替えによると思われる撹乱が多く､ 検出することは出来なかった｡
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[出土遺物] 多量の土師器・須恵器の他､ 土玉・椀型鉄滓が１点ずつ出土している｡ 図示し得たのは

20点｡ １は土師器坏｡ ２～16は土師器甕｡ ６は第603号建物跡出土の個体と接合している｡ また11は

第602号土坑及びＣＥ48・49グリッド出土の個体と接合した｡ 19・20は須恵器甕の胴部片である｡

[時期] 出土遺物及び堆積土中の火山灰より､ ９世紀代に構築され､ 10世紀前葉には廃絶された建物

跡と考えられる｡

竪穴部分

[平面形・規模] 長方形を呈し494㎝､ 短軸430㎝､ 深さは40㎝を測る｡

[堆積土] 26層に分層された｡ 自然堆積の様相を呈する｡ 第２層下部に白頭山火山灰がレンズ状に堆

積している｡ 中央部分では一部床面に接している｡

[床面・壁] 床は地床でほぼ全面が踏み固められている｡ 壁は床面や壁周溝から南壁を除きほぼ垂直

に立ち上がっている｡

[カマド] カマドは南東壁に１基検出された｡ 袖が一部残存しているが､ 遺存状態は良くない｡ 堆積

土の状況からは､ 人為的に壊されている様子が窺われる｡ 煙道部は壁から約30㎝程突出する｡

[柱穴] コーナーから４基検出されている｡ 長径12～30㎝､ 短径10～24㎝､ 深さ10～19㎝を測る｡

[その他の施設] なし｡

外周溝

[形態・規模] 平面形は溝状を呈し上面幅70～116㎝､ 底面幅26～70㎝､ 深さは46～70㎝を測る｡

[堆積土] 10～16層に分層された｡ 自然堆積の様相を呈する｡ 部分的に白頭山火山灰がレンズ状に堆

積する｡

[その他の施設] なし｡ (小林)

第605号建物跡 (図31)

[位置・確認] ＣＤ－45グリッド他に位置する｡ 第Ⅲ層上面で確認した｡

[重複] 認められない｡

[平面形・規模] 方形を呈し長軸242㎝､ 短軸240㎝､ 深さは40㎝を測る｡

[堆積土] ７層に分層された｡ 自然堆積の様相を呈する｡ 第５・６層中に白頭山火山灰が混入する｡

[床面・壁] 床面はほぼ平坦に作られている｡ 壁は床面から南西壁を除き緩やかに立ち上がっている｡

[カマド] 南東壁南寄りから１基検出された｡ 遺存状態はあまり良くない｡ 煙道部は壁から約60㎝程

突出する｡

[柱穴] 検出されなかった｡

[その他の施設] 検出されなかった｡

[出土遺物] 図示できた遺物は１点｡ １は須恵器甕の胴部片と思われる｡

[小結] 本調査区の中でも比較的小型の竪穴部だけの建物跡である｡ 堆積土中の火山灰及び出土遺物

より平安時代の建物跡と考えられる｡ 堆積土中の火山灰より､ 10世紀前半には廃絶されたものと考え

られる｡ (笹森)
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第306号土坑 (図32・34)

[位置・確認] ＢＷ－43グリッド他に位置する｡ 平成10年度に検出され､ 北側の一部が精査されてい

る｡

[重複] 認められない｡

[平面形・規模] 長方形を呈し長軸200㎝､ 短軸170㎝､ 深さは38㎝を測る｡

[堆積土] 11層に分層された｡ ほぼ自然堆積の様相を呈する｡ 上層に白頭山火山灰が混入する｡

[底面・壁] 底面はほぼ平坦である｡ 壁は底面から南東壁はやや緩やかに､ 他はやや急に立ち上がっ

ている｡

[出土遺物] 図示できた遺物は１点｡ １は須恵器壺の底部片と思われる｡

[小結] 堆積土中の火山灰及び出土遺物から平安時代の土坑と考えられる｡

第601号土坑 (図32)

[位置・確認] ＣＢ－52グリッド他に位置する｡

[重複] 認められない｡

[平面形・規模] 楕円形を呈し長径106㎝､ 短径80㎝､ 深さは22㎝を測る｡

[堆積土] ８層に分層された｡ 人為堆積の様相を呈する｡

[底面・壁] 底面はかなり凸凹している｡ 壁は底面からやや急に立ち上がっている｡

[出土遺物] 遺物は出土していない｡

[小結] 詳細な時期・性格は不明｡

第602号土坑 (図32・34)

[位置・確認] ＣＥ－48グリッド他に位置する｡

[重複] 認められない｡

[平面形・規模] 方形を呈し長軸192㎝､ 短軸168㎝､ 深さは34㎝を測る｡

[堆積土] 11層に分層された｡ 白頭山火山灰がレンズ状に堆積している｡

[底面・壁] 底面は多少起伏がある｡ 壁は底面からやや急に立ち上がっている｡

[出土遺物] 堆積土中から土師器・須恵器片が出土している｡ 図示し得た遺物は５点｡ ２・３は土師

器甕の口縁～胴部片｡ ４・５は土師器甕の胴～底部片｡ 底部は２点とも砂敷き｡ ６は須恵器片｡

[小結] 堆積土中の火山灰及び出土遺物より､ 平安時代の土坑と考えられる｡ 白頭山火山灰の下部堆

積土中から出土した炭化材の放射性炭素年代測定の結果は第６章第４節に掲載している｡

第603号土坑 (図32)

[位置・確認] ＣＡ－54グリッドに位置する｡

[重複] 認められない｡

[平面形・規模] 方形を呈し長軸140㎝､ 短軸130㎝､ 深さは30㎝を測る｡

― 43 ―

第４章 野尻�遺跡から検出された遺構と遺物



[堆積土] ８層に分層された｡

[底面・壁] 底面は多少起伏がある｡ 壁は底面から急に立ち上がっている｡

[出土遺物] 遺物は出土していない｡

[小結] 詳細な時期・性格は不明｡

第604号土坑 (図33)

[位置・確認] ＢＹ－48グリッド他に位置する｡

[重複] 認められない｡

[平面形・規模] 長方形を呈し長軸180㎝､ 短軸144㎝､ 深さは44㎝を測る｡

[堆積土] 22層に分層された｡ 人為堆積の様相を呈する｡

[底面・壁] 底面はかなり起伏がある｡ 壁は底面から急に立ち上がっている｡

[出土遺物] 遺物は出土していない｡

[小結] 詳細な時期・性格は不明｡

第605号土坑 (図33・34)

[位置・確認] ＣＥ－48グリッド他に位置する｡

[重複] 認められない｡

[平面形・規模] 長方形を呈し長軸122㎝､ 短軸86㎝､ 深さは40㎝を測る｡

[堆積土] 14層に分層された｡

[底面・壁] 底面はほぼ平坦である｡ 壁は底面からやや急に立ち上がっている｡

[出土遺物] 堆積土中より擦文土器と思われる破片が１点出土している｡ ７は口縁部片｡ 波状を呈す

るものと思われる｡ 細めの沈線が一部斜格子状に施される｡

[小結] 出土遺物より平安時代の土坑と考えられる｡

第606号土坑 (図33)

[位置・確認] ＣＤ－48グリッドに位置する｡

[重複] 認められないが､ 第604建物跡に近接する｡

[平面形・規模] 不整な円形を呈し長径66㎝､ 短径53㎝､ 深さは17㎝を測る｡

[堆積土] ３層に分層された｡ 自然堆積の様相を呈する｡

[底面・壁] 底面はほぼ平坦である｡ 壁は底面から緩やかに立ち上がっている｡

[出土遺物] 遺物は出土していない｡

[小結] 詳細な時期・性格は不明｡ (笹森)
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第601号溝跡 (図35・36)

[位置・確認] ほぼ55ラインに沿って位置する｡ 第Ⅲ層上面で確認した｡ 平成９年度調査の第209号

溝跡､ 平成10年度調査の第305号溝跡と同一の遺構と考えられる｡

[重複] 第601号建物跡に付随すると思われる掘立柱 (ピット３・６) と重複しており､ 新旧関係は

本遺構が新しい｡

[平面形・規模] 上面幅56～90㎝､ 底面幅26～46㎝､ 深さは70～90㎝を測る｡ 調査区北端から南端ま

で長さ約53ｍに渡って検出された｡

[堆積土] ６～10層に分層された｡ ほぼ自然堆積の様相を呈する｡

[底面・壁] 底面は多少凸凹が認められる｡ 壁は底面からやや急に立ち上がっている｡ 断面形状は逆

台形状を呈している｡

[出土遺物] 流れ込んだと思われる縄文土器片と図化不能の土師器・須恵器の細片が出土している｡

[小結] 平安時代以降の溝跡と考えられる｡ ほぼ現在の地境に沿って検出されていることが地籍図か

らもうかがえる｡

第602号溝跡 (図37～39)

[位置・確認] ＣＦ－47～ＣＤ－53ラインにかけて位置する｡ 第Ⅲ層上面で確認した｡

[重複] 第604号建物跡に付随する外周溝と重複している｡ 土層観察から本遺構が古いことが確認で

きた｡

[平面形・規模] 全長11.5ｍ､ 上面幅40～50㎝､ 底面幅26～32㎝､ 深さは20～50㎝を測る｡

[堆積土] ３～12層に分層された｡ 自然堆積の様相を呈する｡

[底面・壁] 底面はほぼ平坦に作られている｡ 壁は底面からやや急に立ち上がっている｡

[出土遺物] 遺物は東側の端部を中心に検出されている｡ ほとんどが上層の堆積土中から出土してい

る｡ 図示できた遺物は15点｡ １～５は土師器坏｡ ３・４は内面に黒色処理が施される｡ ６はロクロ成

形の土師器甕｡ 胴部下半にヘラ削り調整が施される｡ ７～13は非ロクロ成形の土師器甕｡ 14は小型の

土師器鉢｡ 15は須恵器甕の肩部片と思われる｡

[小結] 重複関係にある第604号建物跡外周溝の白頭山火山灰の堆積状況から､９世紀代に構築された

溝跡と考えられる｡ 出土した遺物のほとんどは白頭山火山灰降下以前に廃棄されたものと考えられる｡

第603号溝跡 (図40)

[位置・確認] ＣＥ－47グリッド他に位置する｡ 第Ⅳ層上面で確認した｡

[重複] 認められない｡

[平面形・規模] 平面形は細長い溝状を呈し､ 長さ446㎝､ 上面幅18～26㎝､ 底面幅８～20㎝､ 深さ

は18～33㎝を測る｡

[堆積土] ４層に分層された｡

[底面・壁] 底面はほぼ平坦である｡ 壁は底面から急に立ち上がっている｡ 断面形状は箱型を呈する｡
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[出土遺物] 土師器の細片が６点出土しているが胴部片のみで､ 図示できるような遺物ではない｡

[小結] 第604号建物跡の南東壁から約６ｍ程離れた場所にほぼ平行して検出されている｡ 第604号建

物跡の一部であった可能性も考えられる｡ (笹森)
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第601号土器埋設遺構 (図41)

[位置・確認] ＢＷ－54グリッドに位置する｡ 第317号建物跡のカマド煙道部に近接する｡ 暗褐色土

層中で割れた土器の輪郭として確認した｡

[重複] 認められないが､ 風倒木痕内に構築されている｡

[平面形・規模] 掘り方は確認面では円形を呈し､ 径26～28㎝､ 深さは19㎝を測る｡

[堆積土] 掘り方は１層､ 土器内は２層に分層された｡

[出土土器] 出土した土器は土師器甕の胴部下半から底部にかけての破片である｡ 外面は粗いヘラ削

り調整が施される｡ 底部はヘラ削り後ヘラナデ調整が施される｡

[小結] 人為的に埋設された土器と思われるが､ 詳細な性格等は不明｡ 土器の検出状況からは正位に

埋設されていた可能性が高い｡ (笹森)
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第601号焼土遺構 (図42)

[位置・確認] ＣＡ－45グリッド他に位置する｡

[重複] 認められないが第602号焼土遺構と同一遺構になるものと思われる｡

[平面形・規模] 不整形を呈し､ 確認面での規模は130～200㎝を測る｡

[堆積土] 10層に分層された｡ 風倒木によって攪拌されている可能性が高い｡

[出土遺物] 遺物は出土していない｡

[時期] 不明である｡

第602号焼土遺構 (図42)

[位置・確認] ＣＡ－45グリッド他に位置する｡

[重複] 認められないが第601号焼土遺構と同一遺構になるものと思われる｡

[平面形・規模] 不整形を呈し､ 確認面での規模は60～310㎝を測る｡

[堆積土] 10層に分層された｡ 第601号焼土遺構同様､ 風倒木によって攪拌されている可能性が高い｡

[出土遺物] 遺物は出土していない｡

[時期] 不明である｡

第603号焼土遺構 (図42)

[位置・確認] ＣＢ－43グリッド他に位置する｡

[重複] 認められない｡

[平面形・規模] 不整な円形を呈し､ 400～410㎝の範囲内に収まる｡

[堆積土] 比較的硬い焼土の単層と思われる｡

[出土遺物] 遺物は出土していない｡

[時期] 不明である｡

第604号焼土遺構 (図42)

[位置・確認] ＣＡ－44グリッド他に位置する｡

[重複] 認められない｡

[平面形・規模] 不整な円形を呈し､ 250～320㎝の範囲内に収まる｡

[堆積土] 焼土の単層と思われる｡

[出土遺物] 遺物は出土していない｡

[時期] 不明である｡ (笹森)
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１縄文土器 (図43)

縄文時代の土器が出土している｡ 出土した土器の時期は前期・中期・後期・晩期であり､ 時期別に

Ⅳ群に分類した｡

第Ⅰ群土器 前期の土器 (１～23)

口縁部片２点､ 胴部片21点を図示した｡ すべて円筒下層ｄ式に比定されると思われる｡ 胴部施文に

は単軸絡条体及び多軸絡条体がみられる｡

第Ⅱ群土器 中期の土器 (24)

口縁部片１点だけ図示した｡ 中期末葉の土器と思われる｡

第Ⅲ群土器 後期の土器 (25～31)

地文無文に沈線が施されるもの (25・26)｡ ２点図示した｡ 十腰内Ⅰ式に比定される｡

地文縄文に直線的な沈線が施されるもの (27～30)｡ 磨消帯も有する｡ 十腰内Ⅱ式に比定できるも

のと思われる｡

地文縄文に幾何学的な沈線が施されるもの (31)｡ 北海道南部の大津第７群式に比定できるものと

思われる｡

第Ⅳ群土器 晩期の土器 (32～35)

口唇部に刻み､ 直下に２条の横位の平行沈線が施されるもの｡ 34・35は同一個体と思われる胴部片｡

(笹森)

２石器 (図44)

石器は石鏃３点､ 磨製石斧１点､ 敲磨器類が４点出土している｡

１は凹基の石鏃である｡ ２は凸基の有茎石鏃｡ 基部にはアスファルト状の付着物が認められる｡ ３

は柳葉型の石鏃である｡ １・３は尖端部を欠失する｡ ４は磨製石斧｡ 刃部の刃こぼれが著しい｡ ５～

８は磨り石｡ ７・８は一部に窪みを有する｡ (小林)

３土師器・須恵器 (図45～47)

土師器・須恵器は遺構内外から多量に出土している｡ 土師器の器種には坏・甕・鉢・台付き甕・ミ

ニチュア等がみられ､ 坏には内面黒色処理が施されるものや､ 内外面に処理が施されるものも認めら

れる｡ 甕にはロクロ成形のものと非ロクロ成形のものがみられる｡ 須恵器には坏・甕・壺等がみられ､

刻書が施される長頸壺も１点出土している｡

４土製品 (図８－３・図29－17・図48－１～５)

土製品は筒形土製品・碁石状土製品・土玉が出土している｡ すべて平安時代のものと思われる｡

１は筒形土製品である｡ 表面観察から平成10年度調査時に第318号建物跡から出土した遺物と同一

個体と思われる｡ 内面には指ナデ､ 外面には繊維状のものを巻いた工具によると思われる調整痕を明
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瞭に残している｡

２は碁石状土製品で１点出土している｡ 直径18㎜で厚さは７㎜を計測する｡ 表面には黒色部分が残

存している｡ 黒碁石として使用されていた可能性が高い｡ 碁石状土製品は五所川原市の隠川�遺跡で

も３点出土している｡

３～５は土玉である｡ 第306・604号建物跡から１点ずつ､ その他､ 遺構外から３点の計５点､ 貫通

孔のある土製の玉が出土している｡ 直径・厚さは9～17㎜程のもので､ 中でも10㎜前後のものが３点

出土している｡ 色調は黒色を呈するものと肌色を呈するものとに分かれる｡

５石製品 (図48－６・７)

砥石が２点､ 遺構外から出土している｡ ２点とも石質は泥岩で４面に使用痕が認められる｡

６金属製品 (図８－17・図29－18・図48－８～20)

図示できた金属製品は遺構内外を含め15点｡ 板状のものが３点､ 環状のものが２点､ 釣り手状のも

のが１点､ 釘状のものが３点､ 薄い板状のものが１点､ 金属塊状のものが３点､ 遺構外から出土して

いる｡ その他､ 形状不明の金属製品が第306号建物跡外周溝から１点､ 椀型滓が第604号建物跡の竪穴

内から１点出土している｡

７その他 (図48－21～24)

近世のものとして､ 古銭が３点出土している｡ また､ 近代のアルミ銭貨が１点出土している｡

古銭は遺構外から３点出土している｡ 21は寛永通宝｡ 無背の古寛永と思われる｡ 22も寛永通宝｡ 無

背の新寛永と思われる｡ 23は文久永宝で､ 背面には11波が見られる｡ 24は昭和18年の銘があるアルミ

製の１銭貨である｡ 腹面には菊の御紋と富士山が見られる｡ (笹森)
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今回の調査で検出された遺構は､ 竪穴住居跡２軒､ 土坑１基､ 円形周溝１基である｡ 平成６年度の

調査で検出された遺構の延長部分は遺構名を踏襲して精査を行った｡ また､ 新規の遺構は調査時には

種別毎に ｢第201号｣ から順に番号を付したが､ 本報告書では前回報告の遺構番号の続きで記載した｡

したがって､ 竪穴住居跡は ｢第109号｣､ 土坑は ｢第148号｣ からとなっている｡ 以下各遺構ごとに概

要を記述する｡

� �����

第109号竪穴住居跡 (図51・52)

[位置・確認] ＡＡ－208グリッド他に位置する｡ 第Ⅲ層上面で確認した｡ 東西の一部が調査区域外

にかかっている｡

[重複] 第148号土坑と重複している｡ 新旧関係は不明であるが､ 前回の調査事例から､ 本遺構が古

い可能性が高い｡

[平面形・規模] 方形を呈するものと思われる｡ 推定長軸474㎝､ 推定短軸434㎝を測る｡

[堆積土] ２層に分層された｡

[床面・壁] かなり削平を受けているため､ 床面或いは掘り方での検出である｡ 壁はほとんど検出で

きなかった｡

[カマド] 南東壁やや東寄りで検出された｡ 遺存状態は悪く袖部はほとんど残存しない｡

[柱穴] 検出されなかった｡

[その他の施設] 北西隅から不整形の落ち込みが検出されている｡ 検出面からの深さは約20㎝｡

[出土遺物] 図示できた遺物は７点｡ １は土師器坏｡ 体部下半を欠失する｡ ２～４は土師器甕の口縁

部片｡ ２は肩部に稜を持つ｡ ３の口縁部はやや緩く､ ４は急に外反している｡ ５も土師器甕｡ 口縁部

外面に指頭圧痕を明瞭に残している｡ ６は土師器甕の胴部下半｡ 外面はヘラ削り調整が施される｡ ７

は鞴の羽口片｡ 溶着物や被熱赤化した部分は認められない｡ 端部から離れた部分と思われる｡

[小結] ９世紀代の竪穴住居跡と思われる｡ 前回の調査区からは本遺構の延長部と思われる遺構は検

出されていない｡ グリッドも前回と今回の調査では違うため判然としないが､ 位置的には平成６年度

調査時の第113・147号土坑付近にあたるものと思われ､ 重複していた可能性が考えられる｡ 第147号

土坑と呼称した部分が本遺構の一部であった可能性も考えられる｡ (笹森)

第110号竪穴住居跡 (図53)

[位置・確認] ＡＡ－202グリッド他に位置する｡ 第Ⅲ層上面で確認した｡

[重複] 確認範囲では認められない｡ 遺構は西側調査区域外にも存在しているため不明である｡

[平面形・規模] 方形を呈するものと思われるが全体の規模は不明｡ 確認面からの深さは約30㎝を測
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る｡

[堆積土] 15層に分層された｡ 人為堆積の様相を呈している｡

[床面・壁] 床はほぼ平坦で､ 一部が硬くしまっている｡ 壁は壁周溝からやや急に立ち上がっている｡

[カマド] 検出されなかった｡ 調査区域外に存在するものと思われる｡

[柱穴] 検出されなかった｡

[その他の施設] 浅いピットが１基床面から検出されている｡

[出土遺物] 床面から小型の壺型土器を始め土師器が出土している｡ 図示し得たのは４点｡ １は土師

器甕の口縁部片｡ 焼成前の穿孔痕が認められる｡ ２は土師器鉢｡ 内外面ともヘラナデ調整が施される｡

３は小型の土師器壺｡ 器高は７㎝で､ 最大径は肩部にもっている｡ 口縁部はやや外反気味に立ち上がっ

ている｡ 内外面に煤状の付着物が認められる｡ 外面の一部に被熱によると思われるハジケ痕が認めら

れる｡ 付着物の様子から灯明用に使用されていた可能性も考えられる｡ ４はミニチュア土器｡ 底部は

高台気味に作られている｡ その他､ 堆積土中及び床面からは炭化材が数点出土している｡

[小結] 焼失家屋である｡ 出土遺物から９世紀代中～後葉に構築・焼失した竪穴住居跡と考えられる｡

床面から出土した炭化材の放射性炭素年代測定の結果は第６章第３節に掲載している｡ (樋口)

� ��

第148号土坑 (図51・52)

[位置・確認] ＡＡ－208グリッドに位置する｡

[重複] 第109号竪穴住居跡と重複している｡ 新旧関係は不明｡ 位置的には平成６年度調査時の第113・

147号土坑に近接するものと思われる｡

[平面形・規模] 円形を呈し長径168㎝､ 短径160㎝､ 深さは70㎝を測る｡

[堆積土] 12層に分層された｡

[底面・壁] 底面はほぼ平坦である｡ 壁は北東部で一部オーバーハングする他は底面からほぼ垂直に

立ち上がっている｡

[出土遺物] 底面から土師器片が出土している｡ 図示し得たのは３点｡ ８は土師器坏｡ 器厚は比較的

薄い｡ ９は土師器甕｡ 胴部下半を欠失する｡ 幅が比較的細めの削り調整が施される｡ 10は土師器甕の

胴～底部片｡ ヘラ削り調整が施される｡ 底部は砂敷き｡

[小結] 出土遺物より平安時代の土坑と考えられる｡ 平成６年度の調査事例から､ 第109号竪穴住居

跡より新しい可能性がある｡ (笹森)

� ����

第108号円形周溝 (図54・55)

[位置・確認] Ｙ－201グリッド他に位置する｡ 第Ⅲ層中で確認した｡ 平成６年度の調査で東側部分

が精査されている｡

[重複] 今回の調査部分では認められなかった｡
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[平面形・規模] 南東方向に開口部を持ち､ 馬蹄形を呈している｡ 開口部の幅は３ｍ程である｡ 前回

調査部分を含めた全体の規模は外径で約11.5ｍ内径で約8.5ｍを測る｡ 周溝の幅は上面幅で104～182

㎝､ 底面幅で27～155㎝を測る｡

[堆積土] ５～８層に分層された｡ 最下層の埋め戻し部分を除き自然堆積の様相を呈している｡ 白頭

山火山灰が部分的にレンズ状に堆積している｡

[底面・壁] 底面は粗掘り後にロームと黒土を使って埋め戻され､ ほぼ平滑に作られている｡ 壁は底

面から内径方向にはやや急に､ 外径方向には緩やかに立ち上がっている｡ 深さは28～66㎝を測る｡

[出土遺物] 堆積土中から土師器・須恵器片が出土している｡ 図示し得たのは６点｡ １～３は土師器

坏｡ ４は土師器甕の口縁部片｡ 粘土紐の接合痕が認められる｡ ５はミニチュア土器の底部｡ ６は須恵

器甕の胴部片｡ ７～17は前回調査時に出土した遺物で､ 参考資料として再トレースして提示した｡ ７・

８は土師器坏｡ ９～17は釘状鉄製品で底面直上から８点が連なって出土している｡

[時期] 堆積土中の火山灰から９世紀後半に構築されたものと考えられる｡ (樋口)

��� ������	 (図55 18～21)

遺構外からは土師器・須恵器片が出土している｡ 遺物の量は包含層が削平を受けていたためか総じ

て少ない｡ 図示できた遺物は４点である｡ ４点共に土師器坏｡ 20・21は内面に黒色処理が施されてい

る｡ (笹森)
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本遺跡から出土した土器に関しては､ 既に第259 (Ⅱ) ・277 (Ⅲ) ・320 (Ⅳ) ・366 (本書・Ⅵ)

集 (以下括弧書きのローマ数字で記述) で三辻利一による胎土分析が行われている｡ 分析試料は平安

時代の須恵器に限らず､ 縄文・弥生土器にも及んでいる｡ ここでは､ 須恵器のみに焦点を当て､ 考古

学の側から胎土分析の結果について若干のコメントをする｡ 筆者は胎土分析のみならず須恵器につい

ても浅学である故､ 的をはずした見解もある程度承知の上で若干問題提起をさせていただきたい｡

まず､ 今回の胎土分析結果について､ 資料の補足をさせていただく｡ 先述したとおり本遺跡出土資

料は過去に胎土分析が行われているが､ 今回の分析結果には実はそれらのデータは用いられていない｡

今回のデータはあくまでⅠ・Ⅴで報告した須恵器からサンプルを採取していることを明記しておく｡

図Ⅰには今回のデータに過去のデータ (表Ⅰ) と最近発刊された五所川原須恵器窯跡群の報告書か

ら､ ＫＹ１号・ＭＺ６号・ＭＤ７号の各窯跡出土資料から採取したサンプルのデータ (表Ⅱ) をあわ

せ､ Ｋ－Ｃａ､ Ｒｂ－Ｓｒそれぞれの両分布図を作成したものである｡ これらからは､ 三辻の分析の

とおり野尻�遺跡出土須恵器は､ 五所川原領域をカバーしつつその領域外にある物も存在することが

わかる｡ 図Ⅰをよく見ると両分布図共に各窯跡毎にややずれながらまとまりを持っていることがわか

る｡ Ｋ－Ｃａ分布図ではＫの値に差が有り､ Ｒｂ－Ｓｒ分布図ではＲｂの値に差が見られると筆者は

感じる｡ 窯跡毎の識別については､ 五所川原須恵器窯跡群の報告書 (五所川原市第25集・2003) 中に

おいて不可能であるとしているが､ 検討の余地は残っていないのだろうか｡

次に今回及び過去 (Ⅱ・Ⅲ) に五所川原産・五所川原 (？) 産・産地不明とそれぞれに判定された

遺物を図Ⅱ・Ⅲに集成してみた (判定については各報告書の記載を元にしたため､ 現在の五所川原領

域の範囲内に収まる遺物もあると思われる)｡ 形態上の観点からは非五所川原産的な要素は見あたら

ないというのが正直な感想である｡ サンプル採取の際及び整理作業の過程での観察で胎土の面で五所

川原産ではないのでは､ と感じた物はⅤ－23－23・Ⅴ－40－28・Ⅴ－44－７の３点であった (23－23

は五所川原？と判定されている)｡ 五所川原産の須恵器の外見的特徴は､ 断面がサンドイッチ状にな

り､ 内面が赤褐色～橙色を呈する物が多いというのが大方の見解であるが(外面及び器表面近くは濃

いめの青灰色)､ 先に挙げた３点の内23－23・44－７は器表面・断面共に灰色である｡ また､ 40－28

は色調的には五所川原的であるが断面に縞模様 (マーブル状) がみられ､ やや異質な感じは受ける｡

しかしながら､ 先述したとおり胎土分析で非五所川原産とされた物は形態的特徴からは五所川原産で

ある可能性が高い物ばかりである｡

かつて三辻はＭＤ－７号窯跡 (犬走窯跡) 出土資料の胎土分析を行い､ 甕・壺等のＦｅ因子が五所

川原産の標準値とされる3.0以上を下回るものが多い事から､ 器種毎に胎土を使い分けていた可能性

を示唆しつつ､ Ｆｅ因子を使用して供給先の遺跡出土須恵器から五所川原産須恵器を摘出する際は注

意を要するとした｡ 本遺跡出土資料で非五所川原産と判定された資料のＦｅ値を調べると､ そのほと

んどが3.0以下であることが表Ⅰ～Ⅱからわかる｡ 図らずも非五所川原産とされた資料25点の内訳は

甕類５・壺類12・坏類８と壺・甕で半数以上を占めている｡ また､ 壺類に関してはより大型の物が多

いことも図Ⅲから明らかである｡ したがって､ 産地判定結果と考古学的な肉眼観察結果とのずれにつ

いて､ 上記のような視点から再度細かく検討する余地がある｡ しかし､ 五所川原産とした中にも同様

な器種は存在することから､ 今後発掘された各窯跡出土資料との正確な対比作業が非常に重要になる｡

(茅野嘉雄)
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 �� �
���� !" ������� � �� � # ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� !" ������� � �� � # ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� !" ������� � �� � $%� ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� !" ������� � �� �� $%� ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� &" ������� � �� �� # ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� &" ������� � �� �� # ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� &" ������� � �� �� # ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� &" ������� � �� �� � ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� &" ������� � �� �� '%� ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� &" ������� �� �� �� � ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� &" ������� �� �� �� � ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� &" ������� �� �� �� $%� ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� &" ������� �� �� �� $%� ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� &" ������� �� �� �� $%� ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� &" ������� �� �� �� $%� ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� &" ������� �� �� �� $%� ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� &" ������� �� �� �� ()� ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� &" ������� �� �� �� � ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� &" ������� �� �� �� � ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� &" ������� �� �� �� * ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� &" ������� �� �� �� * ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� &" ������� �� �� �� * ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� &" ������� �� �� �� * ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� "+,- ������� �� �� �� # ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� "+,- ������� �� �� �� # ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� "+,- ������� �� �� �� # ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� "+,- ������� �� �� �� $%� ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� "+,- ������� �� �� �� $%� ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� "+,- ������� �� �� �� $%� ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� �. ������� �� �� �� # ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� �. ������� �� �� �� # ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� �. ������� �� �� �� # ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� �. ������� �� �� �� # ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� �. ������� �� �� �� / ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� �. ������� �� �� �� / ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� �. ������� �� �� ��� / ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� �. ������� �� �� ��� / ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� �.0� ������� �� � ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� &" ������� �� � ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� &"12 ������� �� � ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� �.0� ������� �� � ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� 345 ������� �� � ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� 345 ������� �� � ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� 345 ������� �� � ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� 345 ������� �� � ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� &"6 ������� ��  ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� &" ������� ��  ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� �.67 ������� ��  ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� 345 ������� ��  ����� ����� ����� ����� ����� �����
���� ",- ������� �� 8� ����� ����� ����� ����� ����� �����
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１ 外周溝が付随する竪穴と付随しない竪穴

野尻�遺跡では､ これまでの調査で､ 竪穴・掘立柱建物・外周溝という所謂３点セットと呼ばれて

いる平安時代の建物跡が多数検出されている｡ ここでは竪穴に外周溝が付随するものとそうでないも

のについてみていきたい｡ ほとんどの建物の竪穴部には外周溝が付随しているが､ 竪穴部だけのもの

もこれまでに16棟検出されている｡ 全体の遺構配置図をみると､ 竪穴部だけのものは大きくわけてほ

ぼ２箇所に集中していることがわかる｡ 一つはＢＰ－65からＢＵ－50グリッドにかけての西北西～東

南東ラインで､ もう一つはＣＫ－70からＣＴ－57グリッドにかけての同じく西北西～東南東ラインで

ある｡ 旧地形からみると､ 外周溝が付随する竪穴は沢地形周辺に比較的集中していることがわかる｡

竪穴部だけの建物はそれとは対照的に､ 比較的水の影響を受けにくいと思われる尾根地形の平坦な部

分に構築されていることがわかる｡ また､ 竪穴部だけの建物跡は他の遺構とあまり重複しない状態で

検出されているが､ 外周溝が付随する建物跡は比較的重複していることが確認される｡

現在､ 標高約52メートルラインに沿って町道が南北に走っている｡ 道路の両側にはリンゴ畑が広がっ

ていて､ 春先には雪解け水が滝の様に西側から東側に横切って流れる｡ このような光景は現在も平安

時代もさほど変化はなかったものと思われる｡ 植生の変化が雪解け水の流路を変える程影響力を持つ

とは考えられない｡ この地にすんでいた平安時代の人々も水の影響下にあったことは容易に想像でき

る｡ 野尻�遺跡では尾根・沢部を問わず､ 等高線に対しほぼ垂直な軸を持って竪穴が掘られている｡

このことからも真っ先に水の影響を受けると思われる竪穴部を囲むように検出される外周溝は､ 除排

水の機能を有していた可能性が高いものと考えられる｡ また､ 竪穴部だけの建物跡も溝の代わりに堤

を巡らしていた可能性も否定できない｡

２ 第603号建物跡と第604号建物跡との関係

今回の調査で検出された第603号建物跡と第604号建物跡は近接しており､ 外周溝と外周溝及び外周

溝と竪穴部に重複関係が認められる｡ 新旧関係は土層の堆積状況から第603号建物跡が古く､ 第604号

建物跡が新しいことが確認されている｡ 両遺構とも竪穴部同士での切り合いは認められない｡ 第603

号建物跡の竪穴部の堆積土は人為的に埋め戻された様相を呈している｡ 第604号建物跡に付随する外

周溝が第603号建物跡の外周溝及び竪穴部を壊して造られていることは､ 一部平面､ 或いは前述した

ように堆積土の観察からも確認されている｡ ここで注目されることは第603号建物跡が人為的に埋め

戻されていることである｡ つまり､ 第603号建物跡の竪穴部が造られていた場所は第604号建物跡の外

周溝が造られる頃には更地になっていたことが想定できる｡ このことは第603号建物跡の竪穴部の遺

物が､ 第604号建物跡の外周溝の想定される部分には比較的少ないことからも確認できる｡ また､ 時

期決定の目安となる白頭山火山灰が第604号建物跡の竪穴部と外周溝からレンズ状に堆積している状

況が確認できることから､ これら２棟の建物は､ 火山灰降下以前に時間差をもって建てられ､ 最終的

には廃絶されたことも推定できる｡
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野尻�遺跡内の建物跡の重複関係については､ 『野尻�遺跡Ⅲ』 県埋文報第277集で木村高氏が第30

7・308・309号建物跡に関連して詳しく述べている (ｐ134～136)｡ ３棟の切り合いの最新段階である

３番目に構築されたものは第307号建物跡で､ 竪穴部と外周溝に白頭山火山灰を十分に含んでいるこ

とが確認されている｡ また､ 木村は白頭山火山灰の降下段階において､ 第308・309号建物跡は火山灰

が流入するような深い窪みにはなっていなかったことが窺われるとも述べている｡ おそらく第603号

建物跡も､ 第604号建物跡が建てられる前後は同様の状況だったものと堆積土からも判断できる｡

第603号建物跡と第604号建物跡の主軸の方向は一致していない｡ このことは一見その場所にあった

であろう古い建物 (第603号建物跡) を意識しないで新しい建物 (第604号建物跡) を構築したように

も感じられる｡ 外周溝を伴う建物跡の特徴として重複関係が多いことは先に述べたが､ 遺構の検出状

況からは①竪穴部同士の重複はほとんど認められない｡ ②外周溝と外周溝､ 或いは外周溝と竪穴部の

重複がほとんどである｡ ③平面的には近接した縦・横・斜め方向での重複が認められ､ 主軸方向もほ

ぼ一致する｡ ④先行する建物跡の外周溝は後出する建物跡に再利用されているものも確認できるといっ

た特徴がみてとれる｡ 木村は第307・308・309号建物跡の位置関係や各々の遺構の堆積土の状況等か

ら､ 同一世帯による建て替えの可能性が高いことを示唆しているが､ この３棟の事例でも諸特徴とし

て前述した①～④までを確認することができる｡ これらのことから､ 今回検出された第603号建物跡

と第604号建物跡の主軸のずれも､ 周辺の建物や古い建物を意識した建て替えの結果生じたものとは

考えられないだろうか｡ 第603号建物跡の北東方向には第320・306号建物跡 (拡張後の第306号建物跡

の竪穴部及び外周溝に白頭山火山灰が堆積)､ 北西方向には第602号建物跡 (人為堆積で白頭山火山灰

は不明)､ 南東方向には第605号建物跡 (竪穴内下部に白頭山火山灰が堆積) が平面的に位置している｡

いずれの遺構も第603・604号建物跡と同時期に存在していたものかどうかは不明な点が多いが､ 火山

灰の検出状況からは第604号建物跡との同時存在も否定はできない｡ この時期､ 一世帯が利用できる

土地に制限があったと仮定するならば､ まず､ 近接する建物を意識しなければいけなかった可能性は

高い｡ また､ 建物を移動できる範囲も土地利用の状況から必然的に決まっていた可能性も考えられる｡

第604号建物跡は第603号建物跡や他の周辺の建物の位置を意識しながら､ おそらくは唯一の場所であ

る南西方向への移動を決め､ その結果として沢地形から尾根地形への若干の地形の変化によって主軸

がずれた可能性が考えられるのではないだろうか｡ また､ 竪穴部同士の切り合いがみられないことか

らは､ 古い竪穴があった部分に新たに別な竪穴を基本的には造らないといったことも意識していた可

能性も考えられよう｡ 或いは､ 建て替え時､ 解体して構築部材を取り払った竪穴部はそのままで､ 新

たに竪穴を掘る時に古い竪穴を埋め､ その際に不必要な土器等も一緒に廃棄した可能性も考えられよ

う (後の土地利用を考えても窪地より更地の方が使いやすいことは明らかである)｡ また､ その建物

が持っている機能の停止期間を考えると､ 第603号建物跡の廃絶 (解体) と第604号建物構築の際の時

間差はほとんど無かった可能性も考えられる (竪穴部を埋める労力を考えても近接した場所に新しい

竪穴を掘り､ その排土で古い竪穴を埋め戻した方が合理的でもある｡ また､ その際にも上部に堆積し

ていたであろう黒土を仮に耕作土として利用することを考慮すれば､ 下部のローム層を先に埋め土と

して使用していた可能性も考えられる)｡ 以上のことから､ 住居 (建物) の建て替えが行われる場合

は①まず､ 建物の解体が行われる｡ ②近接した場所に新しい竪穴が掘られる｡ ③同時に古い竪穴が新

しい竪穴の排土によって埋め戻される (不要になった土器等も竪穴内に廃棄される)｡ ④新しい建物
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が構築される (掘立柱が付随するものは竪穴部に続いて構築される)｡ ⑤その後､ 竪穴建物や掘立柱

建物を囲むように外周溝が設けられる (位置的には古い外周溝も利用されることがある) といった工

程的な時間の流れも想定され､ 第603号建物跡の竪穴部分に設けられた第604号建物跡の外周溝の時間

差も見えてくるものと思われる｡

昨今の住宅事情を考えるてみると､ リハウスという造語が思い浮かんでくる｡ 建てられた住宅はそ

のまま､ あるいはリフォームを施した上で､ 住人が入れ替わることである｡ 古代においてはこのよう

なリハウスという行為は当てはまらないものと考えられる｡ 奈良～平安時代に頻繁に行われた都の遷

都においても､ 構築部材や屋根を葺いていた瓦でさえも再利用されていたことが発掘調査や文献等で

検証・証明されている｡ 建物を建てる時に必要な部材も素材の選別から加工までのことを考えると､

時間的・経済的にみてもそれほど容易に購入できたとは考えられない｡ おそらく､ 古代の一般の人々

の住居 (建物) の建て替えに関しても､ よほどの事情､ 例えば火災等の災害に遭って家屋を失うこと

等がないかぎり古い構築部材を再利用し､ 必要最低限の部材のみを新たに調達・購入していたことが

考えられるのである｡ (笹森)
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本節では､ 野尻�遺跡の第１次～第６次にわたる調査で出土した古代の土器 (須恵器・土師器) に

ついて､ その大まかな特徴と帰属時期について考察する｡ 本遺跡周辺では､ 浪岡バイパス建設事業や

浪岡五所川原道路建設事業などに伴い古代の遺跡が多数調査された｡ 既に刊行された報告書において

も､ 各遺跡の存続時期や土器の編年が議論されている｡ それらの中で最も重要視されているのが遺構

の重複関係と火山灰の堆積状況である｡ 本遺跡においても多くの遺構内から白頭山－苫小牧火山灰

(以後Ｂ-Ｔｍ) が検出されている｡ それらの状況から察するに本遺跡の主体となる時期はＢ-Ｔｍ降

下以前と考えられ､ 火山灰降下以後については現時点で考慮する必要がないものと考えている｡ 遺構

内に堆積する火山灰については､ 遺構の廃絶された状況 (人為的な埋め戻しの有無) によりその堆積

レベルや状況が変化すると考えられる｡ したがって以下では､ まず出土土器群を形状などの諸特徴に

より分類し､ 全体的な傾向を探った後､ 重複関係などから確実に古いと考えられる遺構から出土した

遺物について､ 新期の遺構から出土した遺物と差が見られるかどうか検証する｡

��������������

基本的には 『野尻�遺跡Ⅴ』 で行った分析スタイルを踏襲するが､ 若干の訂正を加えた上で第１次

～６次調査で出土した全土器群を対象に分類する｡ 今回は主に器形､ 口唇端部の断面形状､ 成形・整

形技術､ 法量の５属性についてその量と組み合わせを調査する｡ 器面整形については､ 煩雑なため敢

えて詳しく触れない｡ 資料体の作成については､ 報告書に掲載されているもののみを対象とした｡ ま

た､ 破片資料などで口径等が復元出来ないものなど､ 分析対象にならないものは省いている｡

���� �!"�#�$%&

― 103 ―

第７章 まとめ

器体の成形技術

成形技術Ａ：ロクロの回転により粘土塊を引き上げて器体を成形する技術｡

成形技術Ｂ：粘土紐を輪積みして器体を成形する技術｡ 成形技術Ｃ：ＡとＢが同時に見られるもの｡

器体の整形技術群

整形技術群ａ：ロクロ整形のみ施されるもの｡

整形技術群ｂ：ヘラケズリ・ヘラナデ等の整形が施されるもの｡

器形及び口唇端部断面の属性

坏・皿 (須恵器・土師器共通)

須恵器と土師器の違いや､ 土師器については内面に黒色処理をするかどうかも分類項目に入れた｡

器形Ａ：体部が湾曲するもの｡ 器形Ｂ：底部付近が湾曲し､ 体部はほぼまっすぐに立上がるもの｡

器形Ｃ：底部から口縁部までほぼまっすぐに立上がるもの｡

口唇端部ａ：端部が外側につまみ出されるもの｡ 口唇端部ｂ：端部が尖り気味なもの｡

口唇端部ｃ：端部がやや厚ぼったく丸みを帯びるもの｡

土師器長胴甕

器形Ａ：底部から口縁までほぼまっすぐ立上がるもの｡ 器形Ｂ：器形Ａの体部が膨らむもの｡

器形Ｃ：頸部が括れもしくは口縁が外反し､ 胴部最大径が口縁部の直径より小さいもの｡

器形Ｄ：頸部が括れもしくは口縁が外反し､ 胴部最大径が口縁部の直径とほぼ同じもの｡

器形Ｅ：頸部が括れもしくは口縁が外反し､ 胴部最大径が口縁部の直径より大きいもの｡
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皿…出土個体数は24点で､ 全体形のわかるものは６点である｡ 器形は須恵器はＡが､ 土師器はＡ・Ｃ

の各形態がそれぞれ見られる｡ グラフ１に見られるように､ 法量指数のＸ値が2.0～3.0未満､ Ｙ値が

0.4～0.7未満の間にまとまっている｡ 実数値では器高が４㎝未満に収まっている｡ また､ 底径の分布
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器形Ｆ：胴部にふくらみを持ち､ 口縁部がすぼまるもの｡

口唇端部ａ：端部が尖り気味なもの｡ 口唇端部ｂ：端部が丸みを帯びやや厚ぼったいもの｡

口唇端部ｃ：端部が四角張るもの｡ 口唇端部ｄ：端部が上方又は上下に摘み出され前面が外側を向き平坦

な物｡

口唇端部ｅ：口唇端部ｄの摘み出しが弱いもの｡ 口唇端部ｆ：端部が上方に摘み出され､ 前面が外傾する

もの｡

(口唇端部ｄ～ｆはロクロ整形によるところが大きい｡)

須恵器長頸壺

全体の大きさや形状がわかる個体が少ないため主に口唇部端部断面形状の特徴のみ分類した｡

口唇端部ａ：端部が上下につまみ出され､ 上端がほぼ平坦に仕上げられているもの｡

口唇端部ｂ：端部が上方につまみ出されるが､ 直上せず外傾しているもの｡

口唇端部ｃ：端部が上方につまみ出されほぼ直上しているもの｡ 上端はほぼ平坦である｡

口唇端部ｄ：端部が上方につまみ出されるが､ ｂ・ｃに比べ屈曲が明瞭ではないもの｡

口唇端部ｅ：端部が極弱く上方につまみ出されるもの｡

口唇端部ｆ：端部が上方につまみ出され､ 端面が尖り気味なもの｡

須恵器甕

全体の大きさや形状がわかる個体が少ないため主に口唇部端部断面形状の特徴のみ分類した｡

口唇端部ａ：端部が上方に摘み出され端面が平坦な物｡ 口唇端部ｂ：端部が上方に摘み出され､ 外傾する

もの｡

口唇端部ｃ：端部に２条の沈線が施され､ 隆帯を意識しているもの｡

その他

須恵器鉢・短頸壺・蓋､ 土師器蓋等が該当するが今回は敢えて細かい分類をしていない｡



は坏のそれと変わるところがない｡

坏…器形分類などの分析に耐えうるものは183点であった｡ 全体的にいえることは器形Ａ→Ｂ→Ｃの

順に少なくなることである｡ 特に器形Ｃは少ない｡ また､ 器形と口唇部との組み合わせについても各

種類の全体量における比率に変化は見られない｡ 種類別に器形を見ていくと須恵器では器形Ａが須恵

器坏全体のほぼ７割を占めているのに対し､ 土師器では器形Ａが土師器坏の約５割､ 器形Ｂが約３割

と比率にも若干の差が出る｡

皿・坏共に成・整形技術はロクロ使用によるものが９割以上を占めるが､ 希に輪積み成形のものが

見られる｡ また､ 土師器坏に関しては､ 内面に黒色処理を施すものが全体の約２割程度見られる｡ 黒

化処理は内外面に施されるものもごく希に存在する｡

土師器長胴甕…口縁～底部まで確実に接合している例は少ない｡ したがって法量指数を算出できない

ので法量については口縁部の直径をグラフ化してみた (グラフ３)｡ 第５次調査分において見られた

のと同様に口径17㎝付近を境に14㎝付近と22㎝付近にピークが見られる｡ したがって17㎝台を境に口

径の小さい方を小型甕､ 大きい方を大型甕とする｡ 整形技術についてはＡ・Ｃのロクロに関連するも

ので全体の約３割弱を占め､ Ｂの輪積み成形が７割強を占めることになる (グラフ４)｡ この比率は

小型・大型それぞれに分けて算出してもほぼ同様の結果が得られている｡ 成形技術ＡとＣの境界は微

妙なところであるが､ Ａについては基本的に小型品 (坏や小型甕・鉢等) を製作するのに使用され､

Ｃは大型品 (大型甕・長頸壺等) を製作するのに使用されていた可能性が高いと思われる｡ (但し､

このことについては製作実験等から得られたものではなく､ 土器の断面観察より得られた所見である

ため､ 実際にこのような方法で大型品が製作できるのかは今後の課題である) 輪積み成形については

接合痕が内傾しているものがほとんどであり､ このことは他の種類・器種全てに共通する｡

器形についてはＣ・Ｄ・Ｅで全体の約９割を占める｡ 特に器形Ｃは全体の５割を占め､ 本遺跡の土

師器甕を特徴づける器形と言っても過言ではない｡ 次に器形と整形技術との組み合わせを見てみると､

器形Ｃと成形Ｂが全体の約３割を占める｡ 次に器形Ｃ＋成形Ｃ→器形Ｄ＋成形Ｂと続く｡ したがって

本遺跡の土師器長胴甕は､ 器形Ｃ・Ｄの甕を輪積み成形で製作するものが多数を占め､ 器形Ｃの甕を

ロクロ成形で製作するものが２割程度を占めていることになる｡ 長胴甕の使用痕跡については､ 大型

の体部外面にカマド由来の被熱した粘土が付着する例が多いことから､ カマドに据え付けて使用して

いた可能性が高い｡ 小型に関しては口縁直下に煤状の炭化物が帯状に付着するのと､ 激しく被熱し､

外面がはじけているものが多数見受けられるものが比較的多いことから､ カマド燃焼部の支脚などに

二次的に使用､ 或いは支脚として用いるために製作した可能性もある｡

須恵器長頸壺

成形技術はＣが大半を占めている｡ 特に底部付近で輪積み痕が明瞭である個体が見られるためそう

判断した｡ ただ､ 上半部については輪積み痕が明瞭ではないため､ 長胴甕に見られる成形技術Ｂの様

な､ 縄文土器的な成形技術ではなく､ ある程度の土台を輪積みで製作し､ それ以上をロクロ成形する

ような手法であると現時点で考えている｡ 口唇端部形状はｄが多く､ 次いでｃである｡ 頸部の付け根

にはいわゆるバンドが巡るものがほとんどである｡ 外部底面はヘラケズリが多く見られるが､ 高台の

退化したものと菊花状のなでつけも一定量存在している｡

口唇端部の形状を五所川原須恵器窯跡群出土資料と対比するならば､ ｄはＭＺ－６号窯跡に多く見
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られ (壺Ⅰ類の端面b)､ ｃはＭＤ－７号窯跡に多く見られるタイプ (壺Ⅰ類の端面ａ1) である｡ 双

方共にＢ-Ｔｍ降下時点で操業を停止しており､ 野尻�遺跡の年代観とも整合性がある｡ ただ､ ２つ

の窯跡の前後関係については､ 本遺跡で検証できる材料はない｡
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須恵器甕

個体数自体は坏・壺に比べ少ない上に全体形がわかるものはごく少数である｡ 成形技術はＢと考え

られ､ タタキ整形と口縁部の回転ナデ調整により仕上げられている｡ 頸部にはタタキ整形の跡がみら

れ､ ほとんどの場合回転ナデ調整によりうっすらと確認できる程度まで仕上げられている｡ 底部は丸

底と平底が確認されている｡ 底面内部には､ 中央部からほぼ放射状に皺が見られることがあるが､ こ

れは､ 底面を叩き出した際に生じたものだと考えられる｡ したがって最初は平底で製作を始めている

可能性が高い｡ 口唇端部の形状はａが多い｡ 長頸壺同様に五所川原須恵器窯跡群出土資料と比較する

ならば､ 長頸壺同様ＭＺ－６・ＭＤ－７号窯跡出土資料と類似性が見られる｡ また､ 長頸壺・甕双方

にいえることは､ 時間的に後出とされるMD－３・16号窯跡等から出土している資料との類似性が見ら

れないことである｡

��������	
��

本遺跡では､ ６次にわたる調査で合計81軒の建物跡が発見された｡ そのほとんどは竪穴部・掘立部・

外周溝のいわゆる３点セットで構成される (表１)｡ 筆者が第５次調査の報告で若干触れたように､

本遺跡の建物跡のカマドは大半が南東壁に構築され､ カマドを基準とした軸方向はＮ-110°～135°-

Ｅの範囲にまとまる傾向がある｡ しかし､ 中にはこの範囲から大きくはずれるものが有り､ それらに

ついて調べると､ そのほとんどが重複関係や確認状況などから比較的古い時期のものであることがわ

かった｡ 具体的には第010・016・312・313・502・503(305)・504・515・603号建物跡である｡ 以下で

はこれらの遺構から出土した土器群を古期土器群､ それ以外の遺構から出土した土器群を新期土器群

として話を進める(他にも古手と考えられるものがあるが､ ここでは敢えて触れない)｡ 分析対象とし

ては､ 個体数・残存率の点で土師器・須恵器の坏と土師器長胴甕のみとする｡

土師器坏

グラフ５では新期・古期の法量指数を比較している｡ 新期についてはＸの値が1.9～2.7､ Ｙの値が

0.7～1.2の範囲にまとまる｡ グラフ１において提示した全体の傾向をほぼ網羅している｡ それに対し

古期についてはＸの値は新期と大差ないが､ Ｙの値については0.9～1.2と新期の範囲内に収まりつつ

大きい値にまとまりを持っている｡ したがって古期の坏は外見上やや縦長な印象を受けるものが多い

ことになる｡ 成形・整形技術についてはほとんどがロクロ成・整形であるため､ 器形と口唇端部組み

合わせについてその割合をグラフ８に示した｡ 器形・口唇端部の組み合わせは､ ほとんどその比率が

変化しないことがわかる｡ 器形の比率はＡが５～６割､ Ｂが３割､ Ｃが１割強となる｡ 内面黒色処理

については古期で２割程度､ 新期で３割程度であり､ 若干の増加傾向が看取される｡

須恵器坏

須恵器坏では時期による目立った変化が見られなかった｡ ただし､ グラフ６に見られるとおり､ 古

期では新期に比べまとまりに欠ける印象を受ける｡

土師器長胴甕

成形技法の面では輪積みの割合が６割→７割へと若干増加傾向にある｡ 特に器形Ｃと結びつきその

割合が増える｡ 古期では器形Ｃで成形Ａ・ＣとＢの量はほぼ同等か成形Ａ・Ｃの方が若干多いが､ 新

期では成形Ｂが成形Ａ・Ｃの約1.5倍となる｡ 器形面では器形Ａ・Ｂの量で差が見られ､ 特に器形Ｂ

は新期ではほとんどない｡ 器形Ｃ～Ｅでは器形Ｃの量が増える以外は両時期に明瞭な差はない｡
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先にも述べたとおり､ 本遺跡の遺構はそのほとんど (全てと言っても過言ではないが) がＢ-Ｔｍ

降下以前に廃絶されている｡ したがってＢ-Ｔｍ降下を936年とする(注1)のであれば､ 少なくとも10

世紀初頭～前葉段階で集落の終焉を迎えたと考えられる｡ したがって､ 集落の存続期間は､ 現時点で

９世紀末葉から10世紀前葉の期間が想定できる｡(注１：石塚友希夫・中村俊夫､他2003｢白頭山火山の
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10世紀における巨大噴火の高精度ＡＭＳ Ｃ年代測定｣名古屋大学加速器質量分析計業績報告書(ⅩⅣ))

集落最初期 (古期) の段階においては､ 建物跡の軸方向に若干のぶれが見られ､ 新期に至り建物跡

の軸方向はある程度の幅で固定される｡ 古期段階では既に五所川原須恵器窯跡群から須恵器が供給さ

れており､ 土師器自体の製作技術はロクロ成形と輪積み成形がほぼ均等に使用されている｡ 土師器坏

は底径に対する器高の値が新期よりも大きいものが多い｡ 新期段階でも五所川原産須恵器は供給が継

続されている｡ 須恵器については古期・新期の差は今回提示できなかった｡ 坏・皿等の食膳具が主に

供給され､ 長頸壺・甕などの貯蔵具が次いでいる｡ また､ 鉢・短頸壺・蓋なども存在し､ 器種にはバ

ラエティーが見られる｡ 土師器長胴甕についてはロクロ成形よりも輪積み成形の比率が大きくなる傾

向にある｡

以上のような傾向がつかめたが､ 古期､ 新期共に実年代を与えるには未だ時期尚早である｡ 今後浪

岡バイパス建設関連で調査された周辺の遺跡との総合的な比較を行うことが重要である｡ (茅野嘉雄)
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遺跡の位置と立地

野尻�遺跡は､ 浪岡町の北部を南流する大釈迦川右岸の丘陵部に立地する｡ 遺跡からは北に梵珠山､

東に秀峰八甲田山の峰々をのぞむことができる｡ 本遺跡の周辺には山本・野尻�・野尻�の各遺跡や

五所川原須恵器古窯跡群など平安時代の遺跡が多数存在している｡

今回の調査区 (第６次調査区) は平成９年度調査区 (第２次調査) と平成10年度調査区 (第３次調

査) の間に位置している｡

今回の調査区は､ 標高52～65メートルの大釈迦川に向かい西から東に傾斜する低位段丘面 (一部中

位段丘面) に位置している｡

検出遺構と出土遺物

今回の調査区からは縄文時代や近世の遺物が若干ではあるが出土しており､ 時間的にはかなり幅を

もっていることが確認できた｡ しかしながら主体をなしている時期は平安時代である｡

今回の調査で検出された遺構は､ 平安時代の建物跡８棟 (内３棟は平成10年度調査で一部､ 或いは

大部分が精査済み)､ 土坑７基 (内１基は平成10年度調査で一部精査済み)､ 溝跡３条 (内１条は平成

９年度及び10年度調査で検出された溝跡と同一の遺構)､ 土器埋設遺構１基､ 焼土遺構４基である｡

出土遺物には､ 平安時代の土師器 (坏・甕・鉢等)・須恵器 (坏・甕・壺等)・ミニチュア土器・土

製品 (筒形土製品・碁石状土製品・土玉)・石製品 (砥石等)・金属製品 (板状・環状・釣り手状・釘

状等) を主体に､ 縄文時代前期～晩期の土器・石器､ 近世～近代の古銭・銭貨がみられた｡

まとめ

調査の結果､ 野尻�遺跡の今回の調査区は平安時代の集落の一部であることが判明し､ これまで行

われてきた調査結果に資料を追加することとなった｡

今回の調査で主体をなすのは遺構・遺物の両面からみても前述したように平安時代である｡

今回検出された建物跡８棟の内訳は竪穴部だけのものが３棟､ 竪穴部に掘立柱建物が付随するもの

が２棟､ 竪穴部に外周溝が付随するものが２棟､ 竪穴部に掘立柱建物と外周溝が付随するものが１棟

(拡張・約半分は平成10年度に精査済み) である｡

掘立柱建物はカマド側に､ 外周溝は竪穴部を囲むように例外なく斜面上方に付随している｡

付随する掘立柱建物や外周溝の機能を決定づけるようなものは今回の調査区からは検出されていな

いが､ 外周溝に関しては従来言われているように除排水の機能を有していた可能性が高い｡

重複がみられる第603・604号建物跡は同一世帯による建て替えの可能性も考えられる｡ また､ 建て

替えが行われている期間､ その建物の機能が一時的に停止することを考慮すれば､ 建物の解体から構

築までの時間差はあまりなかったものと考えられる｡

― 110 ―

野尻�遺跡Ⅵ 野尻�遺跡Ⅲ



�����

遺跡の位置と立地

野尻�遺跡は､ 浪岡町の北部を南流する大釈迦川の西側の比較的緩やかな丘陵部に立地する｡ 遺跡

からは､ 北に梵珠山､ 東に八甲田山の峰々､ 南に阿闍羅山をのぞむことができる｡ 本遺跡の周辺には

野尻�・野尻�・高屋敷館 (国指定史跡)・山元�・山元�・山元�遺跡等､ 平安時代の遺跡が数多

く所在している｡

今回の調査区は平成６年度の調査区の西側部分にあたり､ 標高42～43メートルの大釈迦川に向かい

西から東に緩やかに傾斜する低位段丘面に位置している｡

検出遺構と出土遺物

今回の調査区からは平安時代の遺構や遺物が発見されている｡

検出された遺構は､ 平安時代の竪穴住居跡２軒､ 土坑１基､ 円形周溝１基 (平成６年度調査で一部精

査済み) である｡

出土遺物には､ 平安時代の土師器 (坏・甕・壺・鉢等)・須恵器 (甕)・ミニチュア土器・鞴の羽口

等がみられた｡

まとめ

調査の結果､ 野尻�遺跡の今回の調査区は平安時代の集落及び墓域の一部であることが判明し､ 平

成６年度の調査結果に資料を追加することとなった｡ 平成６年度の調査に今回の調査で検出されたも

のを加えた遺構の総数は､ 竪穴住居跡９軒､ 掘立柱建物跡２棟､ 竪穴遺構５軒､ 土坑46基､ 焼土遺構

４基､ 溝跡６条､ 円形周溝22基､ 溝状土坑５基となった｡ 野尻�遺跡は平成５年度にも調査が行われ

ている｡ 平成５年度の調査区は､ 平成６・14年度の調査区と町道草刈線を挟んだ北側に位置していて､

平安時代の竪穴住居跡10軒､ 土坑11基､ 焼土遺構２基､ 溝跡１条が検出されている｡ 遺構の検出状況

からみると今回の調査区とは遺跡の性格がやや異なるものと思われる｡

今回の調査区では竪穴住居跡と円形周溝との重複は認められなかったものの､ 出土遺物や平成６年

度の調査事例から､ 竪穴住居跡が円形周溝に先行するものと考えられ､ 一般的な竪穴住居からなる集

落が廃絶されてから後､ 円形や方形の周溝を伴う墓域が形成されていったことが再確認できた｡

野尻�遺跡では特筆すべき遺物として､ 第110号竪穴住居跡床面から出土した小型の土師器壺 (図

53－3)が挙げられる｡ ロクロ成形で､ 底部には回転糸切り痕が明瞭にみられる｡ 外面の一部に被熱に

よるハジケがみられる他はほぼ完形で出土している｡ 内外面の付着物からは灯明用に使われていた可

能性も考えられる｡ 器形的には須恵器を模したものと考えられる｡ このような器形の小型の壺は当該

地域ではあまり類例をみることはできないが､ 野尻�遺跡第２次調査の第217号住居跡出土の須恵器

小壺の胴部形態に近い｡ しかしながら口縁部の形態がかなり違うため出自を含め注目される遺物であ

る｡ 時期的にはおそらく白頭山火山灰降下以前､ ９世紀代中～後葉の所産と考えられる｡

(調査担当者一同)
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